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第1表．　苗　の　生　育　比　較

首　長 乗　数
地上部100本当り

生体重l乾燥重廃物歩合

油　　　　　紙
ポ　　　　　　リ

油　　　　紙
ポ　　　　　　リ 壬書：亘日豊

5．26　　r　油　　　　　紙
！ポ　　　　　リ

Jク

／

叫．

首　 長（C虎） 菓　 数 （枚）

ガ与 埠 叫 J　　山「一

－　　　 ■一一一一一●

最少ー／ ∧㌻一一一　 サ ●・一一・・・一●

．才一一 〟々一一・′‘ ．．－ 　 、
■㌻一 よ√一一・鮮　　 ■

沖　 ホ○　坤　 オr　j可　が 溜　 刀で・沖 ．利㌧呼 ．村
糾■リ ・桝：リ ・新一　タ ホ リ　鋲■　り　釈 リ
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あろうと思われる．

3．光線の透過率

モル・ゴルチンスキー日射計

による光線の透過率はポリエチ

レンは90％以上の高率で，使用

後でも，0％前後の透過率で，油

紙の使用前の62％に比べてかな

り高率である．
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第4図．光線透過率

4．結　　　　　論

保温折衷苗代で温床紙の具備しなければならない条件

は，熱線の透過率の高いことと適度の通気性をもち，耐

水性があって強靭なことであろう．現在市販されている

温床紙はこれらの条件を具備しているが，一度使用した

後は油気の消失により熱線の透過も低下し，且つ紙が脆

弱となって破損し易く，そのままでは2年の使用が困難

であるが，ポリエチレンは油紙匿比べて通気性に欠けて

多湿とな卑ようであるが，熱線の透過や耐水性・強飯性

がすぐれて2年の使用が可能であり，問題は主目的の育

苗であるが，その生育は油紙被覆と何ら遜色ないが，た

だ多湿の条件となるので除覆期を失すれば苗が徒長軟弱

となることが懸念されるので，除覆期に注意すれば油紙

同様の管理で使用出来るものと考える．

なお2年日使用の際の水滴の問題・煉炭の用量・ポリ

ユチレ∵／の巾及び厚さ・有孔のものなどについては次の

機会に譲りたい．

青森県南部地方の水稲ビニール畑苗の

育苗法に関する研究

田　　村　　繁　　司

（青森県農試五戸支場）

ま　　え　　が　　き
いていたことはいうまでもない．そして30・31年の鳥取

的な実験の結果，畑・乾田・折衷様式の差には活着並び

青森県南部地方でビニール被覆苗代が検討されてから　に初期分業発生に決定的なものがあり，且つ播種期・挿

5年日となった・具体的な育苗操作が主体となって研究　枚期試験から当地方の適期は5月10～25日の好天を選ぶ

されたが・内容的には良苗とは何かという基本理念が働　という要請や，また活着条件として苗舟植（首振り後移



26 東北畠業痛究　第2号

第1表．　ビニールトソネル苗代条件と苗生育（昭和32年）
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低温は短力除蓋，高温は焼枯のない限り高温とする．
針潅水，N75・P94・E64gを標準とする．

梅までの乾燥が最悪である）を必須とするという条件下

では，先進地北海道のような極端な硬さを強調した育苗

が果して必須のものであろうか．

実験1

このような観点から，32年に次の実験を行った．第1

表によれば一応想定どおりの首が出来たことになり，こ

の本田生育（3ブロック任意配列）はどういうものか．

一部整地の関係で極度の（0～1．5仰）浅水となった場

所があり，双方を吟味すると，浅水区が草丈が低く茎数

が多く漸次草丈も並となり，両形質の相関も正に顔著で

あるので，茎数により一括図示する．すなわち浅水下で

は乾田あるいは折衷苗（6・7・91・10）の活着不良・畑苗
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第1臥育苗法の相異による活着並びに初期生育

品種トワダ2本植乾は濯水せず，湿は3菓期後毎日9

2●3の非低下性・早播硬苗（4・8）の有利性が目立ち，

また同じ畑苗でも軟い苗（1・5）がやや不利であること

も従来の常識と一致するが，分秦が旺盛となるにしたが

って一変し，養料が豊富であったと見られる6・7を点

とし1も旺盛となり，結局浅水でも極端に活着不良なも

の以外は大苗に歩があり普通水区と軌を一にしてくる．

すなわち畑苗でありさえすれば極端な活着環境でない限

り養料豊富な鶉大苗に有利であるといえよう．

実験　2

昭和33年はこのような強大苗の養成を目的とし次の実

験を行ったが，第2表のとおり後期潅水・追肥に差がな

く，むしろ元肥少肥に歩が悪く播種量の差がほとんどな

く・電熱加用あるいは早楯に顕著な差が出てお・り，本田

生育も電熱加用以外は播種期による出穂豊熟の差がある

だけで，収量もこれにより決定されており他はほとんど

差がない・すなわち本年は育苗中の温度条件に制限因子

があったと考えられた．そこで育苗中の平均最高気温及

び合計降水量を一括すると第3表のとおり，31・32・33

年は潅水効果があったことから，結局成長量の著大にな

るような条件下でない限り，これ等の後期湛水・追肥・

播種量の影響が少いものと推定され絞極的な解決の根
本は加温にあると考えられた．

実験：3

昭和34年は，このような観点から電熱加用早播により

播種量・滞水・追肥の意義を追究した．第4表によれは

本年は晴天寡雨の天候であったので，ビニール畑でも後

期渚水追肥の差が明かで，このような額極的な条件下で

は直ちに播種量の差が願書で，極早棒が280g播で4月

1日播に比べ，何等まきっておらず，むしろ負の候向が
あることも注目された．
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第　2　表．　ビニール畑苗代における苗代耕種条件による生育相（昭和33年）
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第3表．五戸における20／Ⅳ～10／Vの気温，降
水量の年次分布

合計降水量（桝，47．6m）
10鷹舵　　30　　60

論　　　　　議

冷害克服のため5月10～25目早椎の必要上ビニール被

覆育苗を検討した結果，畑苗の優秀性を認め全面的忙こ

れを採用するに到った．しかし畑苗は極端なほど活着力

が強く，ただ早植だけではなく，穀極的な分秦へあるい

は多収へとの意慾を呼び起すのに充分で，従ってある程

度硬さを減じても養料豊富な苗の養成の余裕が生れてく

る．そこで多肥多燐酸・追肥・後期渾水・蒋播などが考

えられたのであるが，当地方の苗代気象から年次でかわ

らない着極的な温度条件が制限因子であり，電熱加温が

必然となり，このようにしてはじめて，これ等の操作が

意義をもって来た．しかしこのような強大苗は直ちに播

種量に問題が起り，また青森県基準である多肥（3．3，搾2，

75′〉94g）条件下では，到底ただ量的多肥だけ問題にな

らないようで．ともに実用性がなく，結局，今一度の質

的転換（折衷苗から畑苗に進展したような）を企図する

外にないようである．

第　4　表．電熱加用ビニール畑苗代における苗代耕種条件による生育相（昭和34年）
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電熱，北日本ビニール温床線（断熱層を設けず26．4，が，1500W）品種，オホトリ2本植え，元肥N75g
P94g・K6相，後期濯水追肥4葉抽出後27β以上，尿素で．本田3ブロック平均．


